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１．はじめに 

 北上川の中流部，岩手県南部に位置する一関市平泉地区は古く

から水害に悩まされてきた地域で，特に昭和 22 年のカスリン台風

と翌年のアイオン台風では甚大な被害に見舞われた．これを受け，

洪水から市街地を守るための遊水地整備事業が昭和 47 年より着

手された．「一関遊水地舞川水門新設工事」は，第三遊水地の水門

及び築堤盛土を築造する工事で，発注者指定型の ICT 及び CIM 活

用工事である．本稿では，水門工事における ICT 建設機械を用い

た施工，施工管理における ICT 端末の活用及び三次元 CIM モデル

の活用事例について紹介する． 

    

２．ICT 建設機械を用いた掘削・盛土の施工 

 当社独自の取組みで，水門本体掘削における掘削の効率化と杭頭鉄筋の損傷防止を目的に，ICT 建設機械

による掘削を行った．ICT 建設機械用の掘削面データに，場所打ち杭の設計位置・杭径に対し半径+10cm，高

さ+20cm の離隔を取った杭頭データを追加した（LandXML 形式の Surface データなので，円形の杭形状を八

角形の TIN サーフェスで再現，図-1）．MC（マシンコントロール）バックホウによる施工では杭頭を傷つけ

ることなく確実な掘削管理が行え，安全性は勿論，施工性が約 2 割向上した（写真-1）． 

 また，水門本体構築後の築堤盛土で ICT 土工を予定している．起工測量において地上型レーザースキャナ

（TLS）による現況地形の点群データを取得しており，三次元データを基にした MC ブルドーザによる敷均

しと，TS･GNSS による盛土締固め管理システム搭載の振動ローラによる転圧を行うとともに，盛土数量算出

に活用予定である． 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 工事概要 

表-2 主要工事数量 

図-1 杭頭データを追加した掘削面データ（TIN サーフェス） 

写真-1 MC バックホウによる杭頭周囲の掘削状況 
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３．現場での ICT 端末の活用 

 現場での施工管理に ICT 端末を導入している．ICT 端末とその活用効果を表-3，写真-2 に示す． 

表-3 ICT 端末の導入目的と活用効果 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

４．三次元 CIM モデルの活用 

 設計図書やレーザ測量データから三次元 CIM モデルを

作成し，属性情報の付与，CIM モデルによる施工シミュレ

ーション，及び CIM モデルによる照査等で活用している．

モデル化にあたり使用したソフトウェアを表-4 に示す． 

４．１ 属性情報の付与 

 属性情報は CIM 導入ガイドラインの記載項目を標準とし，将来的な維持管

理段階で活用できるように構造部位ごとの CIM モデルに付与する（図-2）． 

４．２ CIM モデルによるシミュレーション 

 施工段階に合わせて工事全体の構築物・仮設物を細分化してモデル化し，

施工シミュレーションを行った（図-3）．これにより，施工計画の妥当性の照

査，関係者間の協議の円滑化，現場見学会等に活用している．また，水門本

体に対し完成後にレーザースキャナで点群データを取得して設計図との断面

比較を行い，三次元計測を用いた出来形管理を試行する予定である． 

４．３ CIM モデルによる照査 

 複雑で密な鉄筋になる水門本体底版と杭頭の接続部，並びに，水門壁の鉄

筋と本設遮水矢板の接続部を対象に鉄筋をモデル化し，鉄筋干渉チェックや

組立て方法の打合せに活用している（図-4）． 

    

５．まとめ 

 本現場は，ICT や CIM の技術を試行的なものを含め積極的に取り組んでい

る．特に遠隔での立会検査の実施，MC による大規模な築堤盛土と数量算出

及び点群データによる出来形管理の試行で得られるデータや経験は，今後の

i-Construction における「カイゼン」の一助になると考えられる．    

写真-2 遠隔指示による鉄筋検査の実施状況 

（右：一関出張所と現場での共有画面） 

表-4 CIM モデル作成ソフトウェア一覧 

図-2 三次元 CIM モデル 

図-3 施工シミュレーション 

図-4 鉄筋のモデル化 

出張所から 

検査位置などを指示 

指示をもとに 

カメラの視点を調整 

 

カメラ向き 

ヘッドマウント 

ディスプレイ 

 VI-398 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VI-398


